
道路・河川の清掃等に関する現状

〇49.4％の市内自治会が道路、河川、溝などの清掃・補修を実施
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（令和4年度神戸市内地域組織基礎調査結果）

【市の補助制度】

１．道路愛護活動助成

２．河川愛護活動助成

その他クリーン作戦 等

N=1,330
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１．道路愛護活動助成

〇助成対象活動
・市民団体が行う道路愛護活動（歩道・側溝の清掃、法

面の草刈、簡易な道路維持・補修活動）

〇対象となる道路
・道路法の規定に基づいて神戸市が管理している市道、

県道及び国道 ※幹線道路の歩道や生活道路が多い
・市内活動規模は約1,649㎞（作業延長）

〇対象団体
・自治会、婦人会、老人会、子供会等の公共的団体を母

体とする団体、その他組織的かつ継続的に活動する市
民団体で、道路愛護活動を目的とする団体

・R5.4月現在77団体
・活動頻度は毎日〜年数回。団体平均は年20回程度

〇助成金
・作業総延長1mあたり6円、年間上限5万円のうち低い額
・令和4年度実績額 2,831千円
・団体平均 約40千円

〇活動の流れ

①建設事務所へ相談
②団体結成手続き
③証明書交付
④活動の報告及び助成金の交付申請
⑤履行確認、交付決定
⑥請求
⑦支払

〇団体数の推移
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２．河川愛護活動助成
〇助成対象活動
・市民団体が市内の河川において行う河川愛護活動（川

の清掃、草刈り、水環境及び生態系の保全活動、河川
パトロール、広報・啓発活動 ）

〇対象となる河川
・市内の河川（県が所管する河川が多い）
・市内活動規模は約364,428m（作業延長）

〇対象団体
・自治会、婦人会、老人会、子ども会等の公共的団体を

母体とする団体、その他組織的かつ継続的に活動する
市民団体で、河川愛護活動を目的とする団体

・R5.3月現在 58団体
・活動頻度は週1回〜年数回。団体平均は年8回程度

〇助成金
・基本額30,000円＋作業延長による加算額※

※作業延長に応じて
5,000円（1,000ｍ未満）〜40,000円（20,000ｍ以上）

・令和4年度交付実績額 2,127千円
・団体平均 約43千円

〇活動の流れ

①建設事務所へ相談
②団体結成手続き
③認定書交付
④活動の報告及び助成金の交付申請
⑤履行確認、交付決定
⑥請求
⑦支払
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将来に向けた課題の検討（所管課ヒアリング）

〇地域団体が道路愛護活動や河川愛護活動を実施できなくなった場合、市や県が清掃を担当する範囲が増加し、
実施回数が減ることによる環境水準の低下及び市の財政負担の増（※）が想定される。

〇これにより、歩道清掃や草刈等に関する市民からの苦情増と、対応する職員の負担増の可能性がある。
〇地域住民が活動をきっかけとして交流を図ることができるという効果もあるため、活動がなくなった場合、

地域内の顔の見える関係性が築きにくくなることも考えられる。

【参考】
（１）道路愛護団体の清掃エリア（作業延長）を市が実施した場合にかかる経費

13,687千円（@8,300円／㎞×1,649㎞） ※清掃業務の平均単価8,300円／kmで試算（令和3年度時点）

（２）市の道路美化業務（各建設事務所で実施）
・実施内容 路面清掃、歩道ベルト（植樹帯）清掃、法面草刈、側溝清掃
・実施場所 幹線道路
・実施回数 概ね月1回（草刈りは年1回）
・経費 約5億7,000万円
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活動団体へのヒアリング：道場町連合自治会（北区）

(C)PASCO (C)GeoTechnologies, inc 65



活動団体へのヒアリング：道場町連合自治会（北区）
〇活動状況
・連合自治会・北区役所・環境局北事業所との「美しいまちを守り、ゴミ減量、資源化を推し進める協定（平

成28年10月）により、毎年度、各地区自治会単位で道路・河川愛護活動（クリーン作戦）に取り組む。
【令和４年度実績】

道路愛護活動‥7地区自治会で計11回、延べ654人が参加・活動延長7,510m
河川愛護活動‥13地区自治会で計25回、延べ1,282人が参加・活動延長19,700m

〇活動の流れ
・各地区自治会から連合自治会へクリーン作戦実施計画書が提出され、

計画書に基づいて連合自治会が市・県に対する補助制度の申請手続きや
資材配布（軍手やごみ袋等）等を実施。

〇補助金の使途
・草刈り機の燃料や軍手、ごみ袋、お茶等の購入

〇活動に対する思い・課題感
・幹線道路が近く、クリーン作戦の対象となるごみは、ほとんどが外部住民のポイ捨てや不法投棄である。
・河川に愛着を持つ住民も多く、負担も多いがなんとか活動を続けている。
・各地区とも高齢化が進んでいることから、クリーン作戦への参加者が減少してきており、現行の活動エリア

等を維持することが困難。過去の役割分担を見直し、県・市が担当するエリアを増やしてもらいたい。
・車を手放す高齢者が増えており、地域内の移動手段の確保が課題となっている。今後は連合自治会としてコ

ミュニティ交通や買い物難民への対策に取り組む必要がある。 76



公園の管理に関する現状
〇市内の都市公園（※）のうち、約４割がまちの美緑化ボランティア制度により維持管理されている。

区 都市公園数
(R5.3月末現在 供用数)

助成団体数
（R5.3月末現在）

東灘区 172 97

灘区 87 63

中央区 71 36

兵庫区 75 62

北区（北神含む） 361 124

長田区 87 64

須磨区 177 59

垂水区 291 91

西区 312 111

計 1,633 707

都市公園とは
都市公園法に定められた、国または地方自治体が
設置した公園をいう。
遊び、運動、レクリエーション、防災等、さまざ
まな目的に向けて整備され、自然環境を保護する
ために一定区域を公園に指定している「自然公
園」とは異なる。

〇まちの美緑化ボランティア 活動経緯
・神戸市では昭和42年に日常清掃等の公園の管理を、公園周辺の住民及び住民組織で結成された公園管理会

に委託する公園管理会制度が発足。
・阪神淡路大震災を契機に、新たに身近な公園を整備する際には、計画段階から地域住民が参画するワーク

ショップが行われ、完成後の管理運営についても公園管理会を結成。
・平成13年度より、既存の公園管理会の活性化を図るとともに多様なボランティア団体が参画できるように

制度変更し、「まちの美緑花ボランティア制度」として現在に至る。 8

※活動規模は910公園
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〇助成対象活動
・地域団体等を母体とした市民ボランティア組織が行う

身近な公園の維持管理活動（清掃、樹木への水やり、
遊具や施設の破損等の通報・連絡調整など）

〇対象となる公園
・都市計画法に規定する都市公園（確実に都市公園とな

るものを含む）
・市内活動規模は910公園（市内都市公園数1,633）
〇対象団体
・自治会、婦人会、老人会、子ども会等の公共的団体を

母体とする団体、公園等における奉仕活動を行おうと
するボランティア団体又はＮＰＯ並びに企業内のボラ
ンティアグループなど

・R5.3月末時点707団体
・活動頻度は毎日〜年数回
〇助成内容
・助成金の支給（面積や作業内容により算出）
・令和4年度交付実績額 104,664千円
・団体平均 約148千円
・活動に必要な資材の提供

〇活動の流れ

①建設事務所へ相談
②団体結成手続き
③助成金の交付申請
④交付決定
⑤活動実績報告、請求
⑥支払

〇団体数の推移

まちの美緑花ボランティア助成
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将来に向けた課題の検討（所管課ヒアリング）
２．活動がなくなった場合の課題

〇市民生活への影響としては、従来のボランティ
ア活動によるきめ細やかな管理ができなくなり、
管理レベルの低下が想定される。

〇市の課題としては、財政負担の増が想定される。

１．ボランティア活動のない公園における維持管理

〇実施内容 清掃・除草
〇実施場所 市内の都市公園
〇実施回数 清掃：概ね月2回 除草：概ね年2回
〇経費 約11億円※

※建設局の管理する公園（指定管理等
除く）、かつボランティア活動のあ
る公園も含む

公園利用に支障があるほどではないが、木が茂り、雑
草が伸びている場所があるなど、きめ細やかな管理が
できていない公園もある。 109



公園管理活動ー活動団体の現状（活動団体ヒアリング）

雲中公園管理会（中央区）

〇活動状況
・月2回 1回あたり15〜20名で約1時間作業
・1回の清掃で最低でもごみ袋10袋分のごみを回収

〇補助金の使途
・掃除用具（鎌、鍬、軍手、ごみ袋等）の購入
・参加者への飲料の購入（夏場のみ）

〇活動に対する思い・課題感
・清掃活動の後にいきいき体操を実施
・近所の人と会って話をしたり身体を動かすなど、清掃以外の部分

に楽しさや生きがいを感じて参加する人も多い。
・公園には大きな木が多く、高所の枝の選定など作業が困難になっ

ている。
・高齢化により徐々に参加人数が減っている。今後さらに人数が

減った場合、活動を継続できない。
・書類の作成や領収書の提出など助成金申請手続が煩雑である。
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公園管理活動ー活動団体の現状（活動団体ヒアリング）

上沢通４丁目公園管理会（兵庫区）

〇活動状況
・公園管理会の会員は9名
・一人ずつ週替わりの当番制で清掃（頻度は毎日〜週2程度）
・作業内容は草刈り、剪定、側溝清掃、遊具の塗装等

〇補助金の使途
・掃除用具（ほうき、鎌、高枝ばさみ、軍手、ごみ袋等）の購入
・参加費や飲料代

〇活動に対する思い・課題感
・会員の高齢化により徐々に会員が減っている。
・全員が70歳以上で、側溝の掃除など力のいる作業ができない。
・若い世代がボランティアに関心がないように感じるが、地域のク

リーン作戦などの際には声をかければ活動に参加してくれるの
で、日頃からあいさつや声掛けをするよう心掛けている。
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アンケート調査概要

11

■調査対象
河川愛護団体 56団体、道路愛護団体 76団体

■調査方法
調査対象団体の代表者に調査票を郵送配付し、
郵送で回収

■調査期間
2024年2月9日（金）〜 2024年2月22日（木）

■回答率

■主な構成団体
・河川愛護団体（n=45） ・道路愛護団体（n=61）

発送数 未着数 有効発送数 有効回収数 回収率
河川愛護団体 56 56 45 80.3％
道路愛護団体 76 1 75 61 81.3％

■調査結果の表示方法
・団体数で表示する
・各設問のサンプルサイズは、“ｎ=●”として記載
・（複数回答）とある設問は、２つ以上の選択肢を回

答することが可能な設問のため、各回答の合計比率
が100％を超える場合がある

自治会 38 子ども会 3
婦人会 3 ふれあいのまちづくり協議会 4
老人クラブ 6 その他 6

自治会 43 子ども会 2
婦人会 4 ふれあいのまちづくり協議会 4
老人クラブ 7 その他 11

(３つ選択)
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12

・活動者の年齢層は、50〜60歳代と70〜80歳代の方がほぼ同率と
なっている。しかしながら、活動で苦労していることは「年齢
的・体力的に負担」が最も多く、活動内容がかなりハードなもの
であることが読み取れる。

・なお、日頃の活動は河川の美化や環境維持だけでなく、地域への
愛着を育むことに効果があるという回答が多い。

(複数回答)

(複数回答)

(団体)

(団体) (団体)

n=45

n=45 n=45
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(複数回答)
(複数回答)

(団体)

(団体)

n=45

n=45

・市に相談したいことや支援を希望することとして、
「助成金申請手続き見直し」や「助成金額、対象経費
見直し」の回答が多かった。

・助成金の交付手続きについては、約半数の団体が申請
書の作成が負担と回答。

14



河川愛護団体アンケート調査結果③
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将来（５年後程度）の活動状況
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将来（10年後程度）の活動状況

今より活発に活動したい

今と同じように活動したい

活動範囲を縮小、または活動頻度を下げ
ているかもしれない
活動継続は難しいかもしれない

未回答

・5年後の活動については、57％が今の活動を活発化、継続したいが、40％は活動縮小、継続困難と回答。
・一方、10年後の活動については57％が活動縮小、継続困難と回答。
・将来の持続化に向け、行政との役割分担の見直しや、担い手の確保に向けた支援が必要ではないか。
・その他、自由意見欄には「負担が大きく作業に限界があり継続困難」「高齢化が進んでおり、川岸の急

斜面等の草刈りができなくなっててきている」「作業量に見合う助成金を交付してほしい」等の意見が
あった。

(団体) (団体)
n=45 n=45
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25

20

0

10

0 5 10 15 20 25 30

中学生以下
高校・大学生
20〜40歳代
50〜60歳代
70〜80歳代
80歳代以上

その他

活動参加者の年齢層 ・活動者の年齢層としては、50〜60歳代と70〜80歳代の方が多く
を占めているが、20〜40歳代の参加も一定あることが分かる。

・活動について苦労していることは年齢的・体力的な負担に加え、
「活動に参加する人が少ない」「新しいメンバーが入ってこない」
等、担い手不足が課題とする回答も多い。

(複数回答)

(複数回答)

15

(団体)

(団体) (団体)

n=61

n=61 n=61
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2

2

4

5

5

7

8

10

12

14

20

0 5 10 15 20 25

相談アドバイザーによる派遣、指導、支
援

各区地域協働課、北区・西区出張所にお
ける相談体制の充実

他団体、他都市での活動事例紹介

活動頻度の減少

団体の活動範囲の縮小

地域活動に関する相談窓口の設置

その他

助成金額および助成金の対象となる経費
の見直し

地域住民への参加呼びかけ支援

助成金申請手続きの見直し

特にない

市に相談したいことや支援を希望すること

道路愛護団体アンケート調査結果②

16

(複数回答)
(複数回答)

3

6

19

20

24

25

0 10 20 30

その他

建設事務所への書類提出

活動を実施した箇所及び延長が確認できる
図面の作成

特にない

活動実施報告書兼助成金交付申請書の作成

活動前後の活動箇所の状況が分かる写真の
撮影

助成金の交付申請手続きにあたり負担、不便に思うこと

(団体)

(団体)
n=61

n=61

・市に相談したいことや支援を希望することとして、
16％の団体が「助成金申請手続きの見直し」と回答。

・助成金の交付手続きにあたっての負担・不便さについ
ては、「活動前後の写真の撮影」が最も多い。
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道路愛護団体アンケート調査結果③

17

2

30
13

14
2

将来（10年後程度）の活動状況
今より活発に活動したい

今と同じように活動したい

活動範囲を縮小、または活動頻度
を下げているかもしれない
活動継続は難しいかもしれない

未回答

4

43

7
6 1

将来（５年後程度）の活動状況

・5年後の活動については、77％が今の活動を継続したいと回答。
・10年後の活動についても、半数以上は今と同じように活動したいという思いがあるものの、

44％の団体は活動縮小、継続困難と回答。
・その他、自由意見欄には「助成金額がエリアや作業量に対して少なく、燃料代にしかならない」
「電動草刈機の充電費用を私費で出費」「高齢者が無理をして参加する雰囲気を改善したい」等の

意見があった。

(団体)(団体)
n=61 n=61
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